
特集　自然災害と情報システム（5）

板橋区防災センターの設置について



図一１　防災情報システム基本構成図（将来構想を含む）

そのために,ディジタル伝送端末を設置する。

③　災害対策本部室の表示

グラフィック・パネル，ビデオプロジェク

ター・スクリーンに，観測情報，被害情報等

を図表などを用い， わかりやすい形で表示す

る。

④　予測シミュレーション

浸水，延焼，避難等のシミュレーションを

実施するこ とにより，あらかじめ危険となる

地域等を把握する。 また，区民や職貝の防災

意識の啓発にも活用する。

⑤　観測情報の充実

水防テレ メータ，東京都テレメータ傍受，

排水機場監視，気象観測，地震観測，浸水セ

ンサー等， 災害の原因となる情報の迅速かつ

正確な収集及び常時監視体制を強化する。
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図一２　防災センター導入予定システム一覧
(将来構想含む)

〆

／



簡報収集一観測データ(河川水位.雨量,気象,地震事),被害情報．
措置情報の収集

情
報 処 理一 収集楠報の処理・データペー 又腎理,防 災地破斜性

のデータベース管理,予測・シミュレーション等

報提供一情報処理結果の表示(ＣＲＴ.大画面スクリーン，グラ

フィノク・パネル,データ表示盤等),帳表作成,紳報
出力及ぴ映{象情報提供

鰍連 絡一 音声(宥線.焦線),ＦＡＸによる愉報連絡

－夕保存一 観測デー タ,被害情報の任期保存

の 他一 電子会濃システム機能.他システムとの接続等

図 一 ３　 シ ス テ ム の 機 能 概 要

（3） システムの機能

防災センターシステムの機能の概略は，図

３に示すとおりであるが，ここではセンター

の中核であり，主として情報処理, 情報提供，

データ保存を行う防災情報処理シズテムにつ

・行政界；区界，町丁目界，地番界等

・道路，河川，鉄道

・広域避難場所，避難所，一時集合場所

・各種防災倉庫

・救急医療機関

・土地利用現況

・浸水履歴等

�　 被害情報ソフトウェア

災害時において，以下に示す各種被害情報

の収集，集計，表示等の機能を実現するソフ

トウェアである。

・人的被害：死亡，不明，負傷

・建物被害；床上，床下浸水等

・土木施設被害：道路，河川等

・ライフライン被害；停電，断水等

いて，そのソフトウェア機能の概要を以下に　　�　 応急措置情報ソフトウェア

示すこととする。

①　防災地域特性情報ソフトウェア

板橋区の防災に係る以下の地域特性情報の

生成，表示等の機能を実現するソフトウェア

である。

災害時において，以下の各種応急措置情報

の収集，集計，表示等の機能を実現するソフ

トウェアである。

・本部運営状況

・職貝参集状況

図一 ４　防 災セ ン ター完成予 想 図
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・避難勧告指示状況

・避難所運営状況

・医療救護状況

・水防活動状況等

①　雨量・水位等常時監視ソフトウェア

平常時，災害時を問わず，以下の各種観測

情報の収集，集計，表示等の機能を実現する

ソフトウェアである。

・雨量状況

・水位状況

・気象状況

・浸水状況等

②　予測シミュレーションソフトウェア

延焼，浸水，避難に係る状況をシミュレー

ションし，危険地域，避難の方法等を予測す

ることにより，防災計画や応急対策に活用す

ることを目的とするソフトウェアである。

③　その他

職員の訓練実習をサポートするソフトウェ

ア，区民，職員の防災意識啓発のためのソフ

トウェア， 及び各種防災情報を一元的に管

理･蓄積する防災情報データベースを備える。

また，災害時等のバックアップシステムと

して，非常用電源設備，耐震・免震装置を設

置し，コンピュータの停止を防止する。

４　防災センターのレイアウト

センターのレイアウトについては，以下の

考え方のもとに検討した。

（1） 調和のとれたレ イアウト

（2〉 人間中心のレイアウト

（3） 先進的，個性的なレ イアウト

（4） 区民等の防 災意識啓発，各種会議への利

用など，対外機能を考慮したレイアウト

これらを考慮した結果が，図４に示す防災

－10

センター完成予想図である。

６　おわりに

防災センター構築にむけて，現在，これま

でに述べた各種システムの開発や工事等を進

めているところである。本センターに導入予

定のシステムや諸設備は，平常時，災害時を

問わず，防災関係機関相互の円滑な業務遂行

にとって大きな力となるものであるが，より

充実した防災行政の実現にむけて，センター

システムの更なる整備・充実をはかることは

もちろん，災害時において，区民や職員が，

迅速・的確に行動できる組織態勢づくりを含

めた総合的な防災対策を推進していくこと

が，今後の課題である。
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